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信
州
善
光
寺
近
辺
の
算
額
見
学(

一) 
 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

九
月
六
～
七
日
、
一
泊
二
日
で
信
州
善
光
寺
近
辺

の
算
額
な
ど
を
見
学
し
て
来
ま
し
た
。 

見
学
し
た
の
は
四
ヶ
所
で
、
善
光
寺
史
料
館
の
算

額
、
鬼
無
里(

き
な
さ)

ふ
る
さ
と
資
料
館
の
寺
島
宗
伴
の

和
算
資
料
、
木
島
平(

き
じ
ま
だ
い
ら)

村
ふ
る
さ
と
資
料
館

の
算
額(

レ
プ
リ
カ)

、
そ
れ
に
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館

の
和
算
資
料
で
す
。 

最
初
の
善
光
寺
史
料
館
で
は
算
額
は
一
面
展
示

し
て
あ
る
だ
け
で
、
説
明
も
簡
単
な
も
の
で
少
々
ガ

ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。
だ
が
、
他
の
三
ヶ
所
は
展
示
内

容
が
濃
く
、
文
化
の
香
り
が
漂
っ
て
来
る
よ
う
で
、

大
い
に
満
足
で
き
ま
し
た
。 

車
で
廻
る
予
定
で
し
た
の
で
、
不
安
定
な
天
候
で

集
中
豪
雨
な
ど
に
遭
っ
た
ら
年
寄
り
に
は
大
変
と
の

思
い
が
あ
り
、
好
天
を
狙
っ
て
日
程
が
延
び
延
び
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
間
も
運
転
し
な
い
よ
う
に
余

裕
を
も
っ
て
計
画
し
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
を
使
っ

て
往
復
580
㎞
走
り
、
少
々
疲
れ
ま
し
た
。 

な
お
以
下
の
記
述
で
は
、
算
額
の
文
章
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
和
算
の
館
」
に
あ
る
『
改
訂
増

補
長
野
県
の
算
額
』
文
献(

１)

を
、
解
法
（
現
代
解

法
）
に
つ
い
て
は
同
『
長
野
県
現
存
算
額
集
大
成 

絵

馬 

算
額
へ
の
招
待
』
文
献(

２)

を
参
考
に
し
ま
す
。 

 

 
 

二
、
善
光
寺
の
算
額 

 

善
光
寺
に
奉
納
さ
れ
た
算
額
は
、
現
存
二
面
、
非

現
存
九
面
の
十
一
面
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
史

料
館
に
は
現
存
の
天
保
三
年
と
四
年
の
二
面
が
飾
ら

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
者
は
飾
っ
て

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
保
四
年
の
も
の
は
雰
囲
気

は
感
じ
ま
し
た
が
、
文
字
は
劣
化
し
て
い
て
読
め
そ

う
も
な
い
字
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
図
形
も
詳
細
部

分
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
帰
宅
後
「
和
算
の
館
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ま
し
た
が
や
は
り
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。
前
述
の
資
料
を
参
考
に
述
べ
ま
す
。 

 

最
初
に
「
関
流 

奉
納
」
と
あ
る
よ
う
で
す
。
続

い
て
前
文
が
あ
り
ま
す
。
問
題
は
五
問
で
、
出
題
者

を
次
に
示
し
ま
す
。 

一
問
目 

武
内
坦
度
道
門
人 

山
下
喜
總
太
宣
満 

二
問
目 

山
下
宣
満
門
人 

刀
根
川
豊
八
郎
昌
保 

三
問
目 

同
門
人 

田
中
染
五
郎
言
度 

四
問
目 

同
門
人 

黒
岩
政
右
エ
門
賢
澄 

五
問
目 

同
門
人 

小
林
久
米
之
助
光
重 

 

 

ま
た
「
同
門
執
筆
」
と
し
て
黒
岩
五
兵
衛
・
鈴
木

五
郎
太
夫
・
千
野
宮
兵
衛
の
名
が
あ
り
、
日
付
は
「
テ

ン
保
第
四
葵(

癸)

巳
仲
秋
上
澣
」
と
あ
り
ま
す
（
天

保
四
年
は
一
八
三
三
年
）。 

 

人
名
の
内
、
調
べ
て
少
し
わ
か
る
の
は
武(

竹)

内

度
道
だ
け
で
し
た
。『
郷
土
の
数
学
の
文
献
集(3

)

』

か
ら
引
用
し
ま
す
。 

 

竹(

武)

内
度
道
（
た
け
う
ち-

た
だ
み
ち
）1

7
8
0

～1
8
4
0
 

通
称
は
善
五
郎
。
字
は
度
道
。
別
名
を
坦(

た
い
ら)

と
云
っ
た
。
安
永
九
年
上
水
内
郡
大
倉
村
城
山

（
現
・
長
野
市
豊
野
町
大
倉
城
山
か
）
生
ま
れ
。

幼
よ
り
算
数
の
学
を
好
ん
だ
。
長
じ
て
江
戸
に
遊

学
し
、
関
流
の
藤
田
貞
資
に
学
び
、
算
術
目
録
、

算
学
初
段
・
二
段
・
三
段
、
算
学
関
流(

分
間
遠
間)

磁
石
術
、
分
度
規
之
術
、
野
帳
画
図
術
、
遠
視
術
、

高
計
術
、
広
計
術
、
加
減
伝
、
高
下
平
水
術
、
及

び
珠
盤
術
解
義
伝
等
の
免
許
を
得
て
、
郷
に
帰
り

て
門
生
を
教
へ
た
。
門
人
前
後
八
百
余
人
あ
っ
た
。

其
の
中
で
は
芋
川
村
外
山
与
五
兵
衛
播
良
、
富
竹

村
山
下
喜
総
太
宣
満
等
が
秀
で
て
居
た
や
う
で

あ
る
。
宣
満
は
天
保
五
年
四
月
其
の
門
人
四
名
と

算
額
を
善
光
寺
に
掲
げ
た
。
天
保
十
一
年
一
月
二

十
五
日
行
年
六
十
一
歳
を
以
て
没
し
た
。
同
村
に

門
人
が
建
設
し
た
度
道
の
石
碑
が
あ
る
。 
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ま
た
、
長
野
市
三
輪
の
美
和
神
社
に
文
化
十
年(

一

八
一
三)

に
竹
内
度
道
他
十
三
名
が
算
額
を
奉
納
し

て
い
る
こ
と
を
ネ
ッ
ト
か
ら
知
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
天
保
四
年
の
算
額
の
一
問
目
は
、 

図
の
よ
う
に
、
円
柱
と
大
小
の
円
錐
が
あ
り
、
二

つ
の
大
球
は
円
錐
に
接
し
、
ま
た
四
つ
の
長
立
円

（
回
転
楕
円
体
）
は
互
い
に
接
し
円
柱
に
内
接
し

円
錐
に
外
接
し
て
い
る
。
下
の
小
球
は
隣
の
小
球

に
外
接
し
円
錐
に
は
内
接
し
円
柱
に
外
接
し
て

い
る
。
大
球
、
小
球
の
直
径
が
そ
れ
ぞ
れ

3
4
5
6

寸
、14

4
0

寸
の
と
き
、長
立
円
の
短
径
を
求
め
よ
、 

と
い
う
も
の
。
上
面
か
ら
見
て
円
柱
に
入
る
楕
円
体

と
の
関
係
式
、
側
面
か
ら
見
て
大
球
・
楕
円
体
・
小

球
と
の
関
係
式
を
求
め
て
解
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
な
ん
と
い
う
興
味
本
位
の
問
題
か
と
も
思

え
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
自
体
を
考
え
た
こ

と
に
唖
然
と
し
ま
す
。 

      

善光寺の天保 4年の算額（「和算の館」より） 
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二
問
目
は
、 

図
の
よ
う
に
、
長
方
形
に
大
円
と
小
円
を
中
心
線

が
長
方
形
の
横
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
内
接
さ

せ
る
（
こ
の
長
方
形
は
赤
色
で
示
さ
れ
て
い
る
）。

ま
た
図
の
よ
う
に
他
の
長
方
形
（
こ
の
長
方
形
は

斜
め
の
も
の
で
黒
色
で
示
さ
れ
て
い
る
）
を
大
小

円
に
内
接
さ
せ
、
二
つ
の
長
方
形
の
隙
間
に
容
円

を
容
れ
る
。
こ
の
と
き
、
大
小
円
及
び
容
円
の
直

径
を
任
意
の
二
つ
の
異
な
る
数
（
多
＝
３
と
小
＝

２
）
に
よ
っ
て
表
せ
、 

 

と
い
う
も
の
。
ち
ょ
っ
と
今
ま
で
に
な
い
設
問
。 

通
＝(

多
＋
小)×

多
、
人
＝
（
多
―
小
）×

小
と
す
る

と
、
容
径
＝
（
通
＋
小
二
乗
）×

人
、
大
径
＝
通×

多

二
乗
、
小
径
＝
通×

小
二
乗
、
と
術
文
に
あ
り
ま
す

（
こ
れ
は
直
径
で
は
な
く
半
径
を
求
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
）。 

 

三
問
目
は
、 

 

図
の
よ
う
に
、
三
個
の
極
円
が
中
円
の
直
径
に
接

し
、
大
円
の
三
本
の
面
（
弦
）
に
接
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
円
の
直
径
を
一
辺
と
す
る
正
方
形
と
そ

の
斜
を
描
き
、
そ
の
隙
間
に
元
円
・
亨
円
・
利
円
・

貞
円
・
等
円
を
図
の
よ
う
に
内
接
し
、
さ
ら
に
左

の
隙
間
に
等
円
を
内
接
さ
せ
る
。
面
が
一
寸
の
と

き
等
円
の
直
径
を
求
め
よ
、 

と
い
う
も
の
。
術
文
は
（(√

3
.2

＋1
)×

0
.0

4
×

面
）
と

あ
る
が
現
代
解
法
と
一
致
し
な
い
と
い
う
。 

 

四
問
目
は
、 

 

図
の
よ
う
に
、
甲
円
・
乙
円
は
直
線
に
接
し
、
丙

円
は
甲
円
に
内
接
し
中
央
斜
（
甲
円
の
直
径
）
及

び
乙
円
に
接
し
て
い
る
。
ま
た
丁
円
・
容
円
が
図

の
よ
う
に
容
れ
ら
れ
て
い
る
。甲
円
径
が3

2
0

寸
、

乙
円
径
が1

9
2

寸
の
と
き
、
容
円
径
を
求
め
よ
、 

と
い
う
も
の
。 

 

五
問
目
は
、 

 

図
の
よ
う
に
、
大
・
中
・
小
の
菱
形
が
頂
点
で
接

し
、
中
菱
の
長
い
対
角
線
は
大
円
の
直
径
と
一
致
。

ま
た
、
容
円
は
大
菱
に
内
接
し
、
円
弧
に
も
接
し
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て
い
る
。
大
菱
の
長
い
対
角
線
が
30
寸
の
と
き
、

黒
い
部
分
の
面
積
が
最
小
と
な
る
容
円
の
直
径

を
求
め
よ
、 

と
い
う
も
の
。
黒
い
部
分
が
最
小
と
な
る
の
は
、
容

円
に
接
す
る
弓
形
面
積
が
最
大
に
な
る
と
き
、
つ
ま

り
、
弓
形
を
含
む
円
が
大
菱
の
頂
点
で
辺
に
接
し
た

と
き
で
あ
る
と
解
法
に
あ
り
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
善
光
寺
の
天
保
四
年
の
算
額
の

問
題
は
結
構
難
し
い
よ
う
で
す
。
で
す
が
、
問
題
そ

の
も
の
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
さ
そ
う
で
す
。 
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（
続
き
は
、
次
号
で
寺
島
宗
伴
の
和
算
資
料

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
予
定
で
す
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
見
て
い
た

ら
、
一
年
程
前
に
切
り
抜
い
た
記
事
（2018

年
10
月

11
日
付
）
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

三
角
形
の
唯
一
の
ペ
ア
と
い
う
こ
と
で
、「
辺
が

整
数
の
直
角
三
角
形
と
二
等
辺
三
角
形
で
、
周
囲
の

長
さ
と
面
積
が
同
じ
の
も
の
は
唯
一
存
在
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
二
人
の
慶
大
の
院
生
が
見
つ
け
た
と
い

う
記
事
。「
数
論
幾
何
学
」
の
手
法
で
見
つ
け
た
と
い

う
。
そ
の
値
は
直
角
三
角
形
の
辺
が
377
・
352
・
135
、

二
等
辺
三
角
形
の
辺
が
366
・
366
・
132
だ
と
い
う
。

二
人
の
発
見
は
今
後
「
平
川
―
松
村
の
定
理
」
と
呼

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。い
い
話
で
す
。 

最
近
は
眼
も
加
齢
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
中
々

筆
が
進
み
ま
せ
ん
。
久
し
ぶ
り
に
書
き
ま
し
た
。
だ

が
、
内
容
の
薄
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。 

『北武蔵の和算家』が「第32 回地方出版 

文化功労賞（特別賞）」を受賞しました。 


